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第７回 
　北海道プライマリ・ケアフォーラム

【主催】日本プライマリ・ケア連合学会北海道ブロック支部 
　　　　北海道（北海道保健福祉部地域医療推進局） 
【共済】日本プライマリ・ケア連合学会学生初期研修医部北海道支部 !
本フォーラムは、「プライマリ・ケア専門医／認定医更新のための単位」 
「プライマリ・ケア認定薬剤師の認定単位」が認定される予定です。

基調講演  佐々木淳先生 悠翔会 理事長 

『これからの在宅医療のカタチを考える。』

令和元年 11月23日（土）12:30-19:10 
北海道立道民活動センター（かでる2・7）

＊参加費　支部会員：2000円、非会員：4000円、学生：無料 
＊託児所設営予定　 ＊終了後、懇親会を予定しています。 
!
申し込み／詳細はFacebookページまたは支部会ページまで！

　今年のワークショップも盛りだくさんです！ 

　学生、初期研修医も大歓迎！

第99回北海道医学大会プライマリ・ケア分科会／ 

第4回学術集会　口演発表を同日開催



テーマ： ～つながる輪、ひろがる輪～ 
　日時：令和元年11月23日(土) 12:30-19:10 
　会場：北海道立道民活動センター（かでる2・7）

語り合おう！あなたにとっての総合診療2019 
様々な専攻の学生や初期研修医向けに、先輩の医師や薬剤師をお招きし、ワールドカフェ形式でキャリアのことから 

プライベートなことまで聞ける、本フォーラムの恒例企画です。

基調講演・ワークショップ・並行企画の抄録はFacebookまたは支部会ページでご確認頂けます。

＜学生企画　くろまつないブナの森診療所　寺田豊先生、帯広協会病院　堀哲也先生、勤医協中央病院　佐藤健太先生＞　 
総合診療医に学ぶ！コミュニケーション術 

患者さんとの医療面接を疑似体験し、総合診療医のコミュニケーション術を学びましょう。

＜予防医療　手稲家庭医療クリニック　小嶋一先生,　佐野恵先生＞　日常診療の中で予防医療を実践しよう 
プライマリケアの日常診療で、どのように予防医療が実践されているのかを紹介します。 

自分ならどのような取り組みができるか考えてみましょう。

＜高齢者医療　寿都診療所 渡部和也先生、 そよかぜ薬局 田村英俊先生＞　地域医療実習出前講座～リハビリ・薬局編 
寿都町立寿都診療所で行っている地域医療実習がフォーラム会場へ出張いたします！　 

多職種みんなで、リハ実習と薬局実習を体験してみませんか？

ワークショップ① (13:00-14:20)　＊以下のうち、1つを選んで頂きます。

＜行動変容　手稲家庭医療クリニック　大塚亮平先生＞　動機づけ面接　入門 
行動変容のアプローチで有効な動機づけ面接のスキルを体験し、そのエッセンスを学ぶセッションです。

＜臨床推論　勤医協中央病院 松浦武志先生＞　問診/身体診察ってホントに役に立ってんの？ 
「問診と身体診察で疾患の8割は診断できる」とはよく言われます。 

このセッションでは、診断に迫ることができる「意味のある問診」「意味のある身体診察」をご紹介します。

＜小児医療　大曲ファミリークリニック 濱野貴通先生＞　 

小児医療≒家庭医療!? ～総合診療／家庭医療だからできる,こどものみかた 
家庭医療の視点があってこそ実践できる，小児診療におけるアプローチについて学びます。

ワークショップ② (14:40-16:00)　＊以下のうち、1つを選んで頂きます。

学術集会 並行企画

医療法人社団悠翔会 理事長　佐々木 淳先生　これからの在宅医療のカタチを考える。 
在宅医療は患者とどう向き合うべきかというコンセプト論ではなく、医療専門職として保険医療機関として果たすべき役割

についても考えてみたいと思います。（抄録より抜粋） 

＜略歴＞京都市生まれ。1998年 筑波大学医学専門群卒業。 

　　　　2006年8月　在宅療養支援診療所（MRCビルクリニック）個人開設。 

　　　　2008年3月　医療法人社団悠翔会に法人化・理事長就任。

基調講演

第7回 北海道 プライマリ・ケアフォーラム


